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a-xグラフに変換する

２段階目の加速がはじまる点は遮蔽長ではないか

②物体の質量を変えたらどうなるか？

水面が側面を下るときは角を下るときに比べ、
横方向にかかる界面張力が大きくなるのではないか

①２段階加速が存在する理由

質量を大きくすると、
運動方程式より加速度が小さくなる

実験で得られた ａ-ｔ グラフの１例

急激な加速緩やかな加速

問題提起

水面上の物体の吸引現象を加速度の
解析結果から検討した

水面上の２つの１円玉はある距離以下に
近づくと速度が増しお互いに吸引する

力の向きを知るために水面形状に着目した

仮説に反して、
①質量が大きくなると最大加速度が大きくなる
②２段階加速の開始地点が早くなる

３Dプリンタでモデルを作成した

光のリングの利用

[撮影方法]

水面形状は変化する
最大加速度も変化する
２段階加速が始まる点も変化する

水面形状を精密に観測する

3Dモデルに小さい穴を開け
水槽底面に設置した
棒に通し固定する

仮説

②質量変更

突起の高さを変えること
により質量を変更した

まとめ

実験

水面が角を下るとき

①加速が２段階になる理由

実際の水面形状 リングから求めた水面形状

２段階の加速をしている

遮蔽長・・・物体による水面の窪みが
ある程度小さくなる地点までの距離
一般的に0.2㎝程度²⁾

0.4cm 0.75cm

水面が側面を下るとき

※一円玉端の拡大図

突起

１円玉と同じ高さ・底面積

３Dモデル１円玉

光のリングから水面形状を可視化できる

固定したモデルのa－xグラフ

１円玉、通常のモデルの
グラフの形状と酷似している
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3Dモデルの光のリング
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